
その他の社会福祉

１ 福祉サービス苦情処理制度 

事業開始

内    容

相談件数

平成 13 年度 

福祉サービスに係る苦情については，利用者やサービス提供事業者との利害

関係等により当事者間での解決が難しい問題もあるため，行政のみの判断だ

けでなく公正な第三者機関（福祉サービス苦情処理委員２名）を設置して解

決を図ることにより，市民の権利利益の擁護と福祉サービスの質の向上を図

ります。 

苦情件数 相談件数 計 苦情件数 相談件数 計

28 28 9 37 5 3 8 45

29 24 6 30 3 5 8 38

30 24 2 26 7 0 7 33

年度
福祉サービスに関するもの その他（福祉サービス以外）

合計

令和元年度予算額  327 千円 

２ 函館市社会福祉審議会 

社会福祉法に基づき，社会福祉に関する事項について調査審議するため設置される審

議機関です。本審議会には，専門分野に関して調査審議するため，専門分科会および審

査部会が置かれています。

30年度

開催

社会福祉に関する事項について調査審議 ０回

身体障害者福祉専門分科会 障がい者の福祉に関する事項を調査審議 １回

身体障害者福祉専門分科会審査部
会

身体障がい者の障がい程度に関する事項を調査
審議

４回

児童福祉専門分科会 児童福祉に関する事項を調査審議 ０回

１回

会　議　の　種　類 審　議　事　項

函館市社会福祉審議会（全体会議）

民生委員審査専門分科会 民生委員の適否に関する事項を調査審議
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３ 民生委員・児童委員 

 民生委員・児童委員は，社会奉仕の精神をもって保護指導にあたり，福祉の増進に努め

ています。委員の改選は，３年ごとに行われ，平成 28 年 12 月１日現在，市内に 704 人が

委嘱されており，このうち，60 人が主任児童委員に委嘱されました。 

・方面民生児童委員協議会 

・方面民生児童委員協議会 

正副会長連絡会 

・函館市民生児童委員連合会 

市内 30 地区に設置し，各方面民生委員・児童委員との連絡

調整を図ります。（毎月１回開催） 

方面民生児童委員協議会の正副会長で組織し，協議会間と

の連絡調整等を図ります。（毎月１回開催） 

民生委員・児童委員の研修等の事業を行うほか，協議会の

運営支援，関係機関等の連絡調整を図ります。

(1) 民生委員・児童委員年齢・性別状況 (定数 710 人) 

区分 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 計 平均年齢

男 - 0 10 19 90 119 238 68.2歳

女 - 1 9 62 197 192 461 66.7歳

計 - 1 19 81 287 311 699 67.2歳

（令和元年7月10日現在　単位：人）

(2) 在職期間別民生委員・児童委員数 

３
年
未
満

６
年
未
満

３
年
以
上

１
０
年
未
満

６
年
以
上

２
０
年
未
満

１
０
年
以
上

３
０
年
未
満

２
０
年
以
上

３
０
年
以
上

男 61 0 43 51 68 14 1 238 10年8月

女 90 0 77 76 168 47 3 461 12年2月

計 151 0 120 127 236 61 4 699 11年9月

（令和元年7月10日現在　単位：人）

再任

計

再
任
者
の
平
均

在
職
期
間

在
職
期
間
な
し

新
任

区分
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(3) 民生委員・児童委員の活動状況（平成 30 年度） 

件　数 件　数

在 宅 福 祉 3,831 高 齢 者 に 関 す る こ と 9,470

介 護 保 険 263 障がい者に関すること 470

健 康 ・ 保 健 医 療 638 子 ど も に 関 す る こ と 2,840

子 育 て ・ 母 子 保 健 162 そ の 他 2,891

子 ど も の 地 域 生 活 1,571 15,671

子どもの教育・学校生活 1,034

生 活 費 257 件　数

年 金 ・ 保 険 81

仕 事 78

家 族 関 係 392

住 居 294

生 活 環 境 549

日 常 的 な 支 援 2,784

そ の 他 3,737

15,671

件数

83,975

44,336

83,210

地域福祉活動・自主活動 17,051

民 児 協 運 営 ・ 研 修 19,262

項　目 項　目

問
題
別
相
談
・
支
援
件
数

計

項　目

活 動 日 数

分
野
別
相
談
・

支
援
件
数

(単位 ： 件）

計

証 明 事 務 814
項　目

訪 問 回 数 要保護児童の発見の
通 告 ・ 仲 介

15
連 絡 調 整 回 数

そ
の
他
の
活
動
件
数

調 査 ・ 実 態 把 握 8,500

行事 ・事業 ・会議への
参 加 協 力

13,401

４ ふらっとＤａｉｍｏｎ 

事業開始

内    容

利用者数

平成 28年 10 月 15 日 

高齢者などの交流や憩いの場を提供するとともに，福祉ボランティア活動を

支援するスペースを提供するほか，福祉ショップや高齢者への生涯学習の場

を展開することで，誰もが気軽に訪れることができ，居心地の良い空間を提

供することにより，地域福祉を推進し，併せて中心市街地の賑わいの創出を

図ります。 

年度
一般
利用

会議室
各種
講座

多目的
フロア

高齢者
大学

その他 合計

28 11,328 538 1,399 1,021 2,152 6 16,444

29 33,769 877 7,421 2,003 6,776 41 50,887

30 41,011 470 9,250 1,676 6,697 41 59,145

令和元年度予算額  24,179 千円（保健福祉部 20,512 千円，教育委員会 3,667 千円） 
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５ 函館市社会福祉協議会 

所 在 地 

法人の認可

機関・組織

実施事業 

函館市若松町 33番６号 

昭和 42 年１月 24 日 

ア 執行機関 理 事 会（正副会長を含む理事 16 名をもって構成し，会長の

みが代表権を有する。）

イ 決議機関 評議員会（評議員選任・解任委員会の決議により選任された

評議員 18名をもって構成する。）

ウ 監査機関 監事３名

エ 事務局  常務理事以下専任職員 90名（パート除く）

       （平成 31 年 3 月 31 日現在）

ア 社会福祉を目的とする事業

(ｱ) 社会福祉を目的とする事業の企画および実施 

(ｲ) 社会福祉に関する活動への住民の参加のための援助 

(ｳ) 社会福祉を目的とする事業に関する調査，普及，宣伝，連絡，調整お

よび助成 

(ｴ) (ｱ)から(ｳ)のほか，社会福祉を目的とする事業の健全な発達を図るた

めに必要な事業 

(ｵ) 保健医療，教育その他の社会福祉と関連する事業との連絡 

(ｶ) 共同募金事業への協力 

(ｷ) 在宅福祉ふれあいに関する事業の実施 

(ｸ) 社会福祉総合相談センターの運営 

(ｹ) ボランティア活動の振興 

(ｺ) 高齢者能力開発情報センターの運営 

(ｻ) 福祉人材バンクの業務の実施 

(ｼ) 老人居宅介護等事業の経営 

(ｽ) 障害福祉サービス事業の経営 

(ｾ) 移動支援事業の経営 

(ｿ) 居宅介護支援事業の経営 

(ﾀ) 訪問入浴介護事業の経営 

(ﾁ) 老人デイサービス事業の経営 

(ﾂ) 福祉サービス利用援助事業 

(ﾃ) 生活福祉資金貸付事業 

(ﾄ) 応急生活資金貸付事業 

(ﾅ) その他この法人の目的達成のため必要な事業 
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固定資産 

イ 公益を目的とする事業 

(ｱ) 函館市ファミリー・サポート・センター事業 

(ｲ) 根崎生活館の受託運営 

(ｳ) 地域包括支援センター(函館市地域包括支援センター社協）の受託運営

(ｴ) 函館市総合福祉センターの受託運営 

(ｵ) 権利擁護事業の運営 

(ｶ) 特定施設入居者生活介護事業の経営 

(ｷ) 地域支援事業の運営 

ウ 収益を目的とする事業 

(ｱ) 自動販売機の設置経営 

232,223,969 円（平成 31 年３月 31 日現在） 

＜主な内容＞ 

(ｱ) 基本財産       7,500,000 円 

(ｲ) その他固定資産   224,723,969 円 
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平成31年度収支予算書

科　目 金　額 科　目 金　額

会 費 収 入 9,868 人 件 費 支 出 188,721

寄 附 金 収 入 3,750 事 業 費 支 出 17,724

経 常 経 費 補 助 金 収 入 124,193 事 務 費 支 出 53,102

受 託 金 収 入 51,916 貸 付 事 業 支 出 1,500

貸 付 事 業 収 入 1,500 共 同 募 金 配 分 金 事 業 11,024

事 業 収 入 等 1,539 助 成 金 35,833

介 護 保 険 事 業 収 入 82,710 負 担 金 等 4,699

障害福祉ｻｰﾋﾞｽ等事業収入 18,029 長期運営資金借入金元金償還支出 1,500

長期運営資金借入金収入 1,500 その他の活動による支出 5,121

事業区分間繰入金収入 28,219 予 備 費 4,000

計 323,224 計 323,224

科　目 金　額 科　目 金　額

経 常 経 費 補 助 金 収 入 27,747 人 件 費 支 出 188,248

受 託 金 収 入 277,841 事 業 費 ・ 事 務 費 支 出 187,508

介 護 保 険 事 業 収 入 100,542 事業区分間繰入金支出 27,954

そ の 他 収 入 4 そ の 他 支 出 2,424

計 406,134 計 406,134

科　目 金　額 科　目 金　額

事 業 収 入 532 人 件 費 支 出 128

事 業 費 ・ 事 務 費 支 出 139

事業区分間繰入金支出 265

計 532 計 532

合計 729,890 計 729,890

収　入 支　出

                                   （単位 ： 千円）

社会福祉事業会計

公益事業会計

収益事業会計

収　入 支　出

収　入 支　出

応急生活資金貸付状況ならびに償還状況 

件数(件) 金額(千円) 件数(件) 金額(千円) 件数(件) 金額(千円)

一般 貸付 9 428 3 105 3 110

応急生活資金 償還 延　 332 1,481 延　269 985 延　190 652

季節労働者 貸付 - - - - - -

応急生活資金 償還 延　14 145 延　5 25 0 0

28年度 29年度 30年度
区　分
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６ 福祉に関する助成制度 

（１）福祉のまちづくり施設整備費補助金 

事業開始

内    容

平成 15 年度 

すべての市民が，地域で，ともに支え合いながら，安心して暮らし，自らの

意思で自由に行動し，広く社会活動に参加できる地域社会を実現するための

あらゆる環境整備に取り組むため，平成 14年７月１日に「函館市福祉のまち

づくり条例」を施行しました。この条例では，行政，事業者，市民がそれぞ

れの役割を果たしながら，よりきめ細かな福祉サービスの推進に努めること

を定めているほか，高齢者や障がい者，子どもなどの利用にも配慮した施設

の整備にも取り組むこととしており，店舗や旅館など，不特定多数の利用す

る既存建築物の出入口，通路などについて段差解消などのバリアフリーを行

う場合には，補助要綱に定める基準に基づき，工事費用の一部を補助します。

令和元年度予算額 1,000 千円 

（２）社会福祉施設整備基金 

事業開始

内    容

基金の額

補助対象

補 助 率

昭和 50 年度 

社会福祉施設の整備・充実のため，市民から寄せられた寄附金を基金に積み

立てし, その基金の運用益を財源の一部として，社会福祉法人が設置経営す

る市内の社会福祉施設の整備等資金の一部として補助します。 

171,563,998 円（平成 31 年３月末現在） 

建物（維持補修等）および設備整備費（総額１施設につき 150 万円以内） 

補助対象経費の２分の１以内 

補助金の

交付状況
年度 申請法人 申請施設 申請額 交付法人 交付施設 交付額

28 6 7 4,459 6 7 4,432

29 8 10 5,990 7 9 5,214

30 7 8 5,265 7 8 5,214

令和元年度予算額  6,500 千円 
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（３）社会福祉法人の助成に関する条例に基づく補助金

ア  施設整備費補助

事業開始

内 容

平成 17 年度 

社会福祉法人の助成に関する条例に基づき，社会福祉施設の施設整備に要

する工事費等の一部を補助します。 

補助金の

交付状況
区 分

法  人  数
（法人）

施　設　数
（施設）

補 助 金 額
（千円）

28 4 5 4,406

29 4 7 550,022

30 1 1 3,050

令和元年度予算額   予算計上なし 

費用の負担 補助の内容により，補助金額の２分の１の国庫補助等があります。 

イ 債務負担行為による補助 

事業開始

内 容

補助金の

交付状況

平成７年度（社会福祉施設整備補助金は昭和 43年度開始，民間保育所建設

費補助金は昭和 50 年度開始） 

社会福祉法人の助成に関する条例に基づき，福祉医療機構から資金を借入

れして，社会福祉施設の整備事業（新設，老朽改築，増改築等）を行う場

合に，借入金の元金の償還金の一部を補助します。 

なお，平成２７年度以降は，新たな制度の適用は行わないこととしました。

区 分
法  人  数
（法人）

施　設　数
（施設）

補 助 金 額
（千円）

28 21 30 107,177

29 22 28 88,096

30 21 27 81,511

令和元年度予算額  78,259 千円  

費用の負担 全額市費負担 
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７ 中国帰国者等生活支援事業 

開始年度

内 容

給付の種類

給付状況

平成 20 年度 

一定の要件に該当する中国残留邦人等の方々で，世帯の収入が一定の給付金

基準に満たない方に対し，生活支援給付等を実施します。 

① 生活支援……衣食その他の日常生活や移送に必要な費用 

② 住宅支援……家賃，家屋の補修，その他住宅の維持のために必要な費用 

③ 医療支援……病気の治療に必要な費用 

④ 介護支援……要介護者，要支援者の介護のために必要な費用 

⑤ そ の 他……生業支援，葬祭支援など 

４世帯 ５人（平成 31年４月１日現在） 

令和元年度予算額  10,404 千円 

費用の負担  負担対象額の４分の３および１０分の１０の国庫負担があります。 

８ 生活困窮者自立支援対策事業 

開始年度

内 容

事業実績

平成 27 年度（学習支援事業は平成 28 年度） 

市内在住の生活保護を受給している方以外で，生活に困っていて，最低限度

の生活を維持することができなくなるおそれのある方に対して，自立に向け

た相談支援を行うとともに，離職などにより住居を失った方，または失うお

それの高い方に就職に向けた活動をすることなどを条件に，一定期間，家賃

相当額（上限があります）を支給します。また，生活困窮世帯等の子ども（中

学生）を対象として，学習支援，居場所の提供や進路相談等を行います。 

年度 相談件数（件）
うち新規相談件数

（件）

28 896 175

29 841 235

30 1,122 207

相談支援事業

年度 給付件数（件） 給付金額（千円）

28 54 1,756

29 39 1,272

30 75 2,497

住居確保給付金事業

年度 参加人数（人）

28 25

29 30

30 52

学習支援事業

令和元年度予算額  17,081 千円 
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区分 28 29 30

特別弔慰金請求 162 304 8

特別給付金請求 9 2 0

弔慰金請求 - - -

年金関係請求 - - -

（単位 : 件）

費用の負担  負担対象額の４分の３の国庫負担があります。 

９ 旧軍人軍属等援護

(1) 遺族援護法による諸請求等取扱件数 

旧軍人，軍属で戦死または戦病死した遺族に対し，国家補償に基づく年金等の支給を行

います。

(2) 戦傷病者特別援護法による諸請求取扱件数

旧軍人, 軍属で戦争公務による戦傷病者に補装具療養給付等の援護を行います。 

(3) 旧軍人, 軍属等恩給請求取扱件数

旧軍人, 軍属等公務員に対して恩給該当年限に達している者に恩給等の支給を行います。

 (4) 障害者等外出支援事業（戦傷病者） 

開始年度

内 容

対 象 者

助成内容

平成 24 年度（平成 30年度よりＩＣカード化） 

戦傷病者の公共交通機関の乗車料金を負担することにより，施

設等への通所など外出を支援し，社会活動の促進を図ります。

戦傷病者手帳を有する者 

年間 72,000 円を上限として「スターイカすニモカ」を使って支

払った市電・函館バスの乗車料金を全額ポイントとして還元

区分 28 29 30

乗車券引換証 5 5 1

補装具交付修理 - - 1

手帳交付 - - -

異動届等 - - -

（単位 : 件）

区分 28 29 30

普通恩給 - - -

普通扶助料 - - -

普通恩給改定請求 - - -

傷病恩給 - - -

一時恩給 - - -

一時扶助料 - - -

一時金 - - -

公務扶助料 - - -

扶助料改定請求 - - -

（単位 : 件）
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令和元年度予算額  4 千円 

費用の負担  全額市費負担 

10 日本赤十字社北海道支部函館市地区 

日本赤十字社法に基づく事業を行い，函館市地区では主に赤十字社員・社資募集，被災

者への救援物資の配付，赤十字安全法講習の開催（水上安全法，救急法）等の事業を実施

しています。

日本赤十字社北海道支部函館市地区の概要および機構 

平成３１年４月１日現在 

函館地区青年赤十字奉仕団

　　　　　　　　　　休団中

日本赤十字社北海道支部

日本赤十字社

休団中　　　

函館市地区無線赤十字奉仕団

団員数　34人

函館市ダンスライフ赤十字奉仕団

　　　　　　　　　　団員数　 6人

日本赤十字社北海道支部函館市地区

(6校 　655人)

函館地区救急法赤十字奉仕団

団員数　64人

函館地区ｽｷｰﾊﾟﾄﾛｰﾙ赤十字奉仕団

団員数　42人

函館地区水上安全法赤十字奉仕団

団員数　64人

函館市スキューバー赤十字奉仕団

特殊奉仕団

(7奉仕団

　　　210人)

函 館 市 地 区
青 少 年 赤 十 字

日 本 赤 十 字 社
函 館 市 地 区
委 員 会

日 本 赤 十 字 社
函 館 市 有 功 会

173人

函 館 市 赤 十 字
奉 仕 団

(15分団 391人)

区分 函館市地区目標額 函館市地区実績額

28 25,636,000 17,042,686

29 25,636,000 15,946,030

30 22,114,000 12,966,291

日本赤十字社函館市地区社資収納状況　　　　（単位 ： 円）
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区分 火災等支給世帯数 毛布 日用品セット

28 12 64 18

29 10 25 10

30 3 16 4

日本赤十字社函館市地区救援物資支給状況　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 ：件）

11 その他の施設 

(1) 火葬場 

施設の概要

函館市斎場 函館市戸井斎場 函館市椴法華斎場 函館市南茅部斎場

所 在 地 船見町27番1号 館町169番地1 絵紙山町27番地2 尾札部町2457番地1

敷地面積 9,748.34㎡ 2,391.34㎡ 1,855.05㎡ 4,967.77㎡

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 鉄骨造 鉄骨造 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

地下１階地上２階建 平屋建 平屋建 ２階建

床 面 積 2,369.37㎡ 258.34㎡ 198.00㎡ 411.21㎡

開    設 平成4年2月1日 平成11年4月1日 平成13年12月21日 平成元年12月５日

構    造

使用料　　　　　　　　　　（単位：円）年度別火葬件数　　　　　　　　　　　　
12歳 12歳
以上 未満

14,000 26 3,620 9 85 2,304 6,018
8,500 27 3,694 3 78 2,264 6,039
4,000 28 3,587 8 81 2,049 5,725
2,500 29 3,700 2 66 1,946 5,714
1,000 30 3,820 7 63 1,756 5,646

※死亡した方および死産児を出産した方等が市民外の方であった場合の使用料は2倍（胞衣産わい物を除く）。

胞衣産わい物（1個につき）

（単位：件）

区分 死産児 その他 計区　　　　分 使用料

12歳以上の死体
12歳未満の死体
死産児
上肢，下肢等身体の一部

(2) 慰霊堂

施設の目的

所 在 地

建物面積

構 造

開 設

昭和９年３月 21日に発生し，函館市の３分の１を焦土と化した函館大火の

殉難者を弔慰するために，全国からの義援金をもとに建立した施設で，毎

年３月 21日には慰霊祭を行っているほか，高齢者等を中心とした健康・体

力づくりの場として開放し，福祉の増進を図ります。 

函館市大森町 33番 33号 

633.04 ㎡゜ 

鉄骨鉄筋コンクリート造 

昭和９年９月 21日（慰霊堂）昭和 36 年５月（ホール部分増築） 
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 (3) 函館市総合福祉センター（あいよる 21）

施設の目的

所 在 地

敷地面積

建物面積

構 造

開 設

障がい者や高齢者などの社会参加や交流の場として，また各種の相

談，研修，機能訓練などの事業を行う地域福祉推進のための複合的機

能を有する施設です。 

函館市若松町 33番６号 

4,337.00 ㎡ 

8,662.81 ㎡ 

鉄骨鉄筋コンクリート造 地上５階地下１階建 

平成６年４月１日
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［函館市総合福祉センター］主な施設・事業の内容

施設の内容 主な事業 主な設備

１
階

障害者福祉センター

相談事業，在宅障害者デイ
サービス事業，視聴覚障害者
ライブラリー，知的障害者青年
教室，リハビリ教室，健常者と
のふれあい交流事業，家庭で
の入浴が困難な方への特殊浴
槽を利用した入浴サービス事
業

相談室，機能回復訓練室，作
業室，日常生活訓練室，視聴
覚障害者ライブラリー，機能
回復訓練用プール，録音スタ
ジオ，研修室，点字図書室，
集会室

老人福祉センター

健康相談，趣味・教養教室の
開催，サークル活動，各種講
座，講演会，
児童とのふれあい交流事業，
老人福祉センター合同行事

健康相談室，教養娯楽室，集
会室，技能訓練室

介護相談センター
寝たきりの老人等を抱える家
族に対する介護の総合相談

相談室，保健室，介護浴室，休
養室，介護用品展示コーナー

函館市成年後見センター

認知症高齢者や知的障がい，
精神障害などで判断能力が
十分でない方のための成年
後見制度に関する相談窓口

相談室

母子・父子福祉センター
相談事業，各種福祉資金の
貸付および援助，技能習得事
業，趣味・教養教室の開催

相談室，技能習得室，教養娯
楽室，保育室

福祉情報センター
福祉関連のＤＶＤや図書の貸
出

ボランティアセンター

ボランティア活動の資料収
集，提供，相談，派遣調整な
どの事業

児童センター

低学年向けスポーツ教室，工
作教室，親子料理教室，ス
ポーツ教室，高学年向けコン
ピューター教室

遊戯室，図書室，
ビデオ図書室，音楽スタジオ，
コンピュータープレイルーム，
集会室

おもちゃライブラリー
障がい児を対象に，遊びを通じ
てその発達を促すための事業

おもちゃライブラリー

５
階

多目的ホール
各種催しやスポーツに利用 ホール，更衣室，シャワー室

３
階

４
階

２
階

開館時間

施設の内容 開館時間 休館日

障害者福祉センター
母子・父子福祉センター
多目的ホール
会議室

午前９時から午後９時まで

老人福祉センター
介護相談センター
函館市成年後見センター
福祉情報センター

午前９時から午後５時まで

児童センター

午前９時から午後６時まで
（４月から９月）
午前９時から午後５時まで
（10月から３月）

プール
（障害者福祉センター）

午前10時から午後８時まで

・毎週月曜日（月曜日が祝日
に当たるときは，その翌日）
・年末年始（12/29～1/3）

※プールは第２・第４を除く金
曜日も休館
※福祉情報ｾﾝﾀｰは祝日も休
館
※介護相談ｾﾝﾀｰおよび障害
者福祉ｾﾝﾀｰ〔入浴ｻｰﾋﾞｽ〕
は，日曜日，祝日も休館
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(4) 谷地頭いきいき交流センター

施設の目的

所 在 地

敷地面積

建物面積

構 造

開 設

老人福祉施設の「谷地頭老人福祉センター」の移転改築に併せて，新たに「デ

イサービスセンター谷地頭」を併設し，２つの施設を複合施設として整備し，

高齢者の健康づくり，生きがいづくり，日常生活の支援，心身機能の維持向

上を図るとともに，介護者に対して，総合的な相談に応じ，各種の保健・福

祉サービスの連絡調整等を行うことにより，市民福祉の向上を図ります。

函館市谷地頭町 13 番 18 号 

1,328.57 ㎡ 

１階 766.85 ㎡ ２階 503.53 ㎡ 計 1,270.38 ㎡ 

鉄筋コンクリート造 ２階建 

平成 11 年８月１日

(5) 桔梗福祉交流センター

施設の目的

所 在 地

敷地面積

建物面積

構 造

開 設

児童福祉施設の「桔梗児童館」と，高齢者等の活動の場である「桔梗福祉の

家」，「桔梗配本所」の複合施設として整備し，児童，高齢者等の健康の増進，

教養の向上を図るとともに，地域における交流の場を提供し，市民福祉の向

上を図ります。

函館市桔梗４丁目１番 18 号 

1,809.04 ㎡ 

598.08 ㎡ 

鉄骨造 平屋建 

平成 17 年４月１日

(6) 恵山福祉センター

施設の目的

所 在 地

敷地面積

建物面積

構 造

開 設

高齢者に健康の増進，交流等の場を提供することにより，高齢者の福祉の増

進を図ります。

函館市柏野町 117 番地 209 

8,320.76 ㎡ 

512.35 ㎡ 

鉄筋コンクリート造 平屋建 

昭和 55 年３月 15 日 
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